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研究成果の概要（和文）：　現在のめまぐるしい産業構造の転換の中で、今日ほど、次代をになう子ども達が「未来を
見据えながら希望を持って人生をたくましく歩んでいく力」が強く求められたことはない。ここでは、一般の公私立学
校や才教学園小中学校・大阪府教育委員会・宮城県教育委員会・仙台市教育委員会で進められている「志教育・自分づ
くり教育」の理論と実践を取り上げ、その特色と人間形成的・教育的意義について、筆者がこれまで提唱してきている
「人生設計能力を育てるな能力開花型・自己成長型・人生設計型学校カリキュラム」のより一層の充実・発展のあり方
という観点から考察する。

研究成果の概要（英文）：In the rapid changes of today's industrial structure, it is very strongly needed t
hat children establish the ability of zest of life with clear bright ambitions to their future days. In th
is study, I will consider the characteristics of ambition education and the personal development education
. 

研究分野：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2006年（平成 18年）12月の教育基本法の
改正を受けて、翌年の 2007年（平成 19年）
に改正された学校教育法でも、義務教育の目
標について述べた第 21 条において、「10.職
業についての基礎的な知識と技能、勤労を重
んずる態度及び個性に応じて進路を選択す
る能力を養うこと」が新たに規定された。こ
れによって、小学校からの体系的なキャリア
教育の必要性が法律的に根拠付けられるこ
とになった。 
２．研究の目的 
今日の子どもたちは、産業・経済構造の転
換や雇用・就業構造の流動化・多様化といっ
た、彼らを取り巻く社会環境の急激な変化の
中で、生活体験が希薄化し、自分の将来を考
えるのに役立つ生き方のロール・モデルに出
会うことも少なくなって、自らの将来につい
ての夢や理想や希望や憧れを描くことが容
易ではなくなってきているのである。その結
果、将来つきたい職業や自分にとって意義あ
り価値ある幸福な生活や生き方を実現する
ために学ぶという自覚が弱く、学ぶことや働
くことへの興味・関心・意欲と目的意識、責
任感・主体性の低下、職業観・勤労観や進路
選択意識の未熟さなどが目立ってきている。 
今日ほど、次代をになう子ども達が「未来
を見据えながら希望を持ってたくましく人
生を歩んでいく力」を身に付けていくために
必要な資質・能力を形成していくための教育
が強く求められたことは、かつてなかったと
いえよう。 
3.研究の方法 
 ここでは、最近いくつかの学校や自治体で
新たに取り組まれるようになってきている
「志教育・自分づくり教育」の動向に注目し
ながら、筆者がこれまで提唱してきた「何の
ために学ぶのか」についての自覚を深め、目
的意識を持った主体的な生き方・学び方を取
り戻す中で子どもたち・若者たちの人間的・
社会的・職業的自立を積極的に支援していく
ことのできる、新しい教育のあり方としての
「人生設計能力を育てる人生設計型学校カ
リキュラム」のより一層の充実・発展の方向
性のあり方について考えていくことにした
い。 
４．研究成果 
（１）新潟県佐渡市立佐和田中学校 
 新潟県佐渡市立佐和田中学校では、「社会
構造の複雑化や価値観の多様化により、子ど
もたちの勤労観や職業観も変化し、人生観の
確立（生き方）にも迷いをもたらし、自分の
将来も夢や生きる目標を定めにくくなって
いる」そして、「夢は人が生きるための最大
のエネルギー」であり、「学校における社会
的自立の育成は、生徒一人ひとりに大きな夢
を抱かせ、膨らませていくことが基盤とな
る」として、「主体的に自己実現していく力
（目標を持ち粘り強く努力する生徒）」と「困
難に立ち向かうたくましさ（自他を尊重し自

治的に活躍する生徒）」からなる「社会的自
立力」を形成するための、「生き方指導」と
してのキャリア教育プログラムを開発して
いる。 
 ここでは、1 年「夢を持とう」2 年「夢を
ふくらまそう」3年「夢の実現へ歩みだそう」
というテーマのもと、人生講話「夢へのチャ
レンジ」、マナー講座、トレーニング、夢作
文、12 職種の講師のキャリアセミナー、キャ
リア・カウンセリング等の各教科・領域・学
校行事におけるキャリア活動の連続的・計画
的な積み上げの中で、①人間関係能力、②将
来設計能力、③情報選択・活用能力、④問題
解決能力の 4つの力を相互交流・相互補完さ
せながら複合的・統合的総合力としての社会
的自立力（将来への夢や希望や目的を持って
学習や生活に前向き・意欲的に挑戦していく
力）を培っていこうとしているのである。（同
校ホームページ参照） 
（２）岩手県教育委員会の「いわてのキャリ
ア教育」 
岩手県教育委員会でも、「いわてのキャリ
ア教育」を、「児童・生徒が自己のあり方・
生き方を考え、主体的に進路を選択し、社会
人・職業人として自立するための能力を、学
校教育活動の全体で計画的・組織的に育むこ
と」として定義し、その基礎となる「総合生
活力」と「人生設計力」という 2つの力を育
成することを目標に掲げているのが注目さ
れる。子ども達が自分らしいあり方や生き方
を考え、社会的・職業的に自立していくため
の「エンジン」となるのが「総合生活力」で
あり、それは、「市民生活・職業生活・家庭
生活など、社会生活の様々な場面に適切に対
応できる能力」である。 
 もう一つの「ハンドル」としての「人生設
計能力」とは、「児童・生徒が主体的に人生
計画を立て、進路を選択し、決定できる能力」
「児童・生徒を取り巻く現実の社会を知り、
勤労観や職業観をはぐくみ、将来の人生計画
を主体的に決定できるようにする能力など」
である。（同校ホームページ参照） 
（３）愛知県犬山市立犬山南小学校の「夢を
もち、仲間と学び合うなかで、自分を拓く子
の育成－心を育てるキャリア教育－」 
犬山市立犬山南小学校では、上のようなテ
ーマの下、キャリア教育を「子どもたちの夢
をはぐくみ、生き方を支援していく教育。現
実社会の中で生きる力、主体的に自分の生き
方を選択決定できる力をつけていく」「生き
方教育」ととらえ、学校のすべての教育活動
をキャリア教育の視点で見つめ直しながら
カリキュラムを編成していくことによって、
社会形成者としての「一人ひとりのキャリア
発達を伸ばし、個としての自立を促す」ため
の教育の実現に取り組んでいる。めざす子ど
も像としては、①自己存在感・自己有用感を
実感し、自分のことが好きといえる子、②共
に学び合い高め合うことのできる共感関係
を作り上げていくことができる子、③自分で



自分の目標を設定して、自己決定や振り返り
活動を積み重ねていく中で、学びを価値づけ
ながら前向きに学習に取り組むことのでき
る子という、3つの姿を掲げている。 
 子どもたちがかけがえのない自分の個
性・適性や可能性に気づき、それをさらによ
りよく伸長・開花させていくための自己選
択・自己決定を積み重ねながら、将来の人間
としてのよりよい生き方や生活の在り方を
自らの力で切り開いていくことができる「自
立・自己実現の力」を形成していくことが、
本校のキャリア教育の目的である。そのため
にはまず、自分は自分ならではの良さや持ち
味を持っていることに気づく「自己存在感」
と、それらを生かし活用しながら他者や社会
のために自らを役立てていくことができる
存在であることを自覚することのできる「自
己有用感」を実感することができるようにな
っていくことが大切である。そしてさらに、
他者や社会とのつながりの中で、自分の価値
や存在意義や役割を自覚できるようになる
ことも必要である。  
そこで、多くの人たちとの連携と協働で成
り立っている明日の職場や社会の有能な担
い手としての子どもたちを育てていくため
にも、「仲間と協働で取り組む活動を増やし、
互いを認め合う学び合いを随所で行う」こと
が大切であるとする。そして、このような個
としての自立性と社会性の中での対話性・協
働性を同時に身につけていくことによって、
「将来はこんな人になりたい」「将来はこん
な職に就きたい」「こんな暮らしやこんな生
き方ができるようにしたい」と、未来への明
るい前向きで明確な目標や夢や希望や憧れ
を持って、進路希望の実現につながる当面の
目標達成に全力でチャレンジしていくこと
ができるようになっていってほしいとする
のである。 
 本校では、キャリア教育の理念と方法は、
学校教育はもちろんのこと生涯を通して垂
直方向・縦に伸びていく教育全体の通時的な
目標であると同時に、学校から家庭・地域・
外部機関へと水平方向・横に伸びていく共時
的な教育の本質そのものでもあるとする考
え方に立って、子どもたち一人ひとりのかけ
がえのない人間性や独自性をきめ細かく丁
寧に見取り励まし支えながら、個性豊かに伸
長・開花させていこうとしている点が大きな
特色である。 
 文部科学省が提示する「4 領域 8 能力」や
「基礎的・汎用的能力」が、21 世紀型ジェネ
リック・スキルの形成という観点から、日本
全国共通・全世界共通の「学力のグローバ
ル・スタンダード（全世界標準型の生きる力
の共通学力）として提示されているのに対し
て、キャリア形成能力という観点から見た
「社会的自立力」や「総合生活力」「人生設
計力」「自己存在感」「共感関係」等の考え方
は、前述のキャリア発達にかかわる諸能力の
相互関係を、人間的・生活的・社会的・職業

的自立を促すという、もう一段深い独自の統
合的でホリスティックでダイナミックな観
点から、立体的・構造的にわかりやすく示し
ているところに、大きな特色があるといえる。 
（同校ホームページ参照） 
 （４）才教学園小学校・中学校における「世
のため人のために尽くす高い志を育てる『志
教育』」 
筆者は 2012 年（平成 24 年）2 月に、長野
県松本市にある才教学園小・中学校を訪問し
て山田理事長をはじめ多くの先生方から、志
教育の考え方についての多くのお話をお聞
きするとともに、小・中学校での数多くの授
業を参観させていただくことができた。ここ
では、山田理事長の著書『学力も人間力もぐ
んぐん伸びる「志教育」の秘密』総合法令出
版株式会社 2011 年と、同学園のホームペー
ジの内容に基づいて、本校が取り組む「志教
育」の特色について考察を進めたい。 
本学園が推進する志教育の理念について、
その提唱者である山田昌俊・才教学園理事長
兼校長は、著書の中で、「世のため人のため
に尽くす高い志を育てる教育」「人間力と学
力の育成で子どもを限りなく伸ばす教育」
「自分は何が得意で、どんなことが好きで、
何ができるのかを発見できる教育」「自分で
目標を設定して自発的に物事に取り組み、達
成していく、自己実現力を育てる教育」とい
った言葉で説明している。 
そして本校の教育目標としては、「①感動
を体験し、『使命』に生きる生き方を希求す
る、②自立心と責任感を育てる、③他人を信
頼し良好な関係を築いていけるコミュニケ
ーション能力を高める、④自分で目標を設定
して自発的に物事に取り組み、達成していく、
自己実現力を高める」が掲げられている。 
（５）学力と人間力の両方の育成で子どもの
可能性を限りなく伸ばす 
このような教育理念を実現するための学
校を設立しようという考えに至ったのは、日
本の教育が依然として校内暴力・いじめ・不
登校・学級崩壊など深刻な諸課題の改善の兆
しが見えず、人を育てることへの活力を失っ
たままであること、またただ受験のための偏
差値を伸ばそうとするだけでは、子どもたち
は受験勉強疲れを起こしてしまって、「本当
は何のために勉強するのか」という、学ぶこ
と本来の目的意識を持つことができず、自分
の持てる良さや可能性を最大限に引き出し
伸ばして、社会に役立つことのできる人間に
なっていこうとする、真の学びへの主体性や
自立性を確立していくことが困難になって
しまうと考えたことにある。そのために山田
昌俊氏は、現在の日本の状況では、「将来の
夢を描けない子どもたち、自信を失い目の輝
きを失った子どもたちが増えている」と指摘
している。そして 2005 年（平成 17 年）に開
設された才教学園小・中学校は、2008 年度（平
成 20 年） 
に「学校使命」として「世のため、人のため



に尽くす高い志を育てる」「人間力と学力の
両面の育成から子どもの可能性を最大限に
引き出し伸ばし、新しい時代を切り開く人材
を育てることが必要」を掲げ、2010 年（平成
22 年）度からこのような理念全体を「志教育」
と名づけて、自分たちがめざす教育を全力で
推進していくことを宣言したのである。 
（６）才教学園が実現をめざす教育理念「志
教育」とは何か 
 それでは、本校がめざす子どもたちに育成
したい「志」とはどのようなものであり、そ
れはどのような方法によって育てていくこ
とができるのか。「志」とは、一般的に、将
来自分が実現したい、達成したいと心に決め
た夢・理想・希望・憧れや目的・価値・信念
や生き方を指し、それを明確に持つことによ
って子どもたちの学習意欲や生活への積極
性を飛躍的に高め、個々人の中に秘められた
その子らしい良さや可能性を最大限に引き
出し伸ばすことができるものであると考え
られるが、ここでは志それ自体についての明
確な定義づけは行っていない。ただ志を生み
出す 3つの要素として、「才」と「夢」と「役
割」を挙げ、これらの要素が「子どもたちの
中で絡み合い、融合することで志が芽生え
る」としている点が注目される。 
「才」とは、「自分が得意なこと、向いて
いること、熱中できること」であり、生まれ
ながら身につけている自分の特性であり、自
分の中に培ってきた自分ならではの能力で
ある。「夢」とは、将来こんな仕事につきた
い、こんな生活がしたい、こんな社会になっ
たらいいなという願いであり理想である。
「役割」とは、夢を実現し社会に自らを役立
てることによってよりよい世の中をつくっ
て行く上で、時代や社会の人々とのかかわり
の中で個としての自分に求められる、自分が
担い果たすべき位置や立場や責任である。   
これら 3つの要素がその子なりの感性や論理
で相互に結びついたとき、自分の成長を通し
て将来自分が進むべき方向性であり、めざす
べき到達地点ともなる「高い志」が芽生える
のである。 
 またこれらの志の3要素が芽生え根を張り
育つための土壌として、その基礎となり土台
となる部分に、礼儀・約束・真善美といった
人としての正しいことを学び尊重し合う「倫
理観のある環境」、自分と友達・仲間や親や
先生や他の大人たちとの間の、信頼と絆を大
切にしあう「愛」のある環境、絶えず理想や
目標を高く掲げ、今までの自分の殻を打ち破
り乗り越えるために挑戦し続けていく勇気
（チャレンジ精神）のある環境が必要である
としている。 
 したがって本学園では、吸収力に富む小学
校 4年生までを第 1期、心身の成長・変化が
著しい中学 2年までを第 2期、将来の自分の
進路に向けて準備を整える中学 3年を第 3期
とする、「志を育てる 4・4・1 のステップシ
ステム」を採用して、子どもたち一人ひとり

の「才」「夢」「役割」について考え気づかせ
伸ばしていくためのプログラムが、授業や学
校行事の中に効果的に位置づけられ用意さ
れている。 
（７）「才」と「夢」と「役割」の融合で高
い志が芽生える 
 本校では、先にも指摘したように単なる受
験テクニックを磨くだけの学習ではなく、基
礎学力の確実な定着を踏まえてそれらが思
考力・分析力・判断力・表現力へと発展して
いく、総合的な質の高い全人的学力の形成を
行うための授業に力を入れていることはい
うまでもない。パワー1：基礎学力（知識）、
パワー2：思考力・分析力・判断力、パワー3：
表現力という 3つの学力パワーが、基礎学力
から応用力へとステップアップして発展的
に実力を高めていく「学習スパイラル」、毎
朝日替わりで朝読書や漢字の書き取りや百
マス計算に取り組む「さいきょうトレーニン
グ」、1 年生から 6 年生までが毎日 25 分間の
英会話学習に取り組む「エブリデー・イング
リッシュ」、中学生だけではなく小学校 1 年
生から 6年生までの全員が、自分の実力を知
るために挑戦する全国模試などはその具体
例である。 
 それに加えて、志教育の核心部分ともいえ
る「愛・倫理観・勇気（チャレンジ精神）」
を高め、人としての生きる姿勢をはぐくむ
「志授業」、心を大きく揺り動かす感動体験
を味わい人間としての幅を広げる入学式・遠
足・キャンプ・登山・さいきょう祭、五色百
人一首大会、スキー・スノーボード教室、小
学校課程修了式などの「学校行事」、漢検・
数検・英検などの各種検定試験への挑戦、感
動を分かち合うプレゼンテーション・コンテ
ストや各グループのテーマや目的を持った
修学旅行そして体育祭の 3 大イベント、「毎
朝 10 分間、ことわざや故事成語などのいわ
れとその背景、歴史上の人物の生き方や発
明・発見のエピソードなどを調べて発表」す
る「先達に学ぶ発表会」、幾多の苦労を乗り
越えて企業や実社会の第一線で活躍してい
る人々の話を聞く「ＬＩＶＥ先達」、かなえ
たい夢や就きたい職業やめざす生き方、毎日
の暮らしの中での思いや願い、その実現に向
けて長期的・短期的に自分なりの創意・工夫
をしたり努力したことなどを作文に表す「志
論文『私の志』」などが設けられているのが、
本学園のカリキュラム編成上の大きな特色
である。 
 そして実際に、これらの「志を芽吹かせる」
ための体験活動を展開していく上で大切に
されているのが、次のような 5つの学習のプ
ロセスである。第 1 番目のステップは、「感
動を体験する」であり、体育祭では徹底して
勝負にこだわって、悔し涙・うれし涙を流し、
文化祭のさいきょう祭では、練習の苦しさや
一つのことを成し遂げた感動で涙を流すな
ど、心を揺り動かす感動体験を通して、自分
の能力の特性に目を向けるようになる。第 2



番目のステップは、「自分の発見」であり、
子どもたちは一人ひとりが味わった感動の
中から、自分が好きで得意とすることは何で
あるのかが見えるようになってくる。第 3番
目のステップは、「夢を描く」であり、子ど
もたちは、様々な感動体験をはじめ先達の生
き方に見る英知や努力などから自分のキャ
リア形成や人生観についてのヒントや手が
かりを得て、自分はこれから何をしたいのか
また何を成すべきかについて、将来への夢を
描き膨らませていく。第4番目のステップは、
「役割への気づき」であり、ここでは子ども
たちは、1 つの計画を達成し目的を実現して
いくためには、周りの多くの人たちと積極的
にコミュニケーションをとり、協働・連携し
ながら力を合わせて、社会や集団の中での自
分の役割を担い果たしていくことが大切で
あることに気づいていく。最後の 5 番目は、
「自立心と責任感」であり、ここでは、自ら
進んで自分なりの目標を設定して、それに挑
戦してきたことに達成感を味わうとともに、
そのプロセスについて振り返り分析して反
省する中で、自己実現への自立心と責任感を
一層強め、さらに次の計画に意欲的に自信を
持って、自ら積極的にチャレンジしていくこ
とができるようになっていくのである。 
（８）人間的・社会的・職業的自立の構造と
しての、「高い志」を芽吹かせ成長させてい
くための学習プロセス 
 本学園の志教育の特色は、志を生み出す 3
つの要素としての「才」「夢」「役割」であり、
それらが融合して「高い志」を芽吹かせてい
くプロセスとしての①感動を体験する、②自
分発見、③夢を描く、④役割への気づき、⑤
自立心と責任感という5つのステップである。
これらの要素やステップは、「キャリア発達
にかかわる諸能力」のリストの中にも見られ
るが、それらとの関連性ついては明確な説明
がなく、不明である。 
 ただ、独自に焦点化されたわかりやすい一
連の観点を、連続的な追究活動の流れの中に
より簡潔に抽出し関連付けることによって、
教科や特別活動等の学校全体の学習活動の
中にも効果的に適用できるものとなってい
る。また自分の個性やよいところや得意なこ
とを探し出し見つけ出して夢や理想や希望
や志へと高めていく、体験活動や教科学習を
多数組み込んだ、特色あるカリキュラム編成
も効果的に行われている。 
 ５・宮城県教育委員会における「みやぎの
志教育」 
（1）夢をはぐくみ志に高める「みやぎの志
教育プラン」 
 宮城県教育員会では、宮城県教育研修セン
ターでの研究成果なども踏まえて、2010（平
成 22）年 3月に、本県の小学生・中学生・高
校生は、将来の夢や目標を持ち、人から必要
とされ社会に役立つ人間になりたいという
考えを持ってはいるが、自分に自信が持てず、
何事にも失敗を恐れずに挑戦するという点

ではやや消極的である。学習の面でも、自ら
計画を立てて主体的に学習に取り組もうと
する児童・生徒の割合は徐々に増えて来ては
いるものの、学びの意義や目的を見いだせず、
「自分の将来のために学ぶ」というという意
識が低い傾向にあるとして、本県での重点的
取り組みの一つとして「志教育」の推進を位
置付けた。 
そして同年 11 月には、それまで取り組ん
できた「みやぎのキャリア教育プラン」を発
展させる形で、夢をはぐくみ志に高める『み
やぎの志教育プラン』を作成して各校に提示
した。以下では、宮城県教育委員会及び宮城
県教育研修センターのホームページで公開
されている諸資料に基づいて、本取り組みの
特色について考察していくことにしたい。 
そこでは志教育を、「小・中・高等学校の
全時期を通じて、人や社会とかかわる中で社
会性や勤労観を養い、集団や社会の中で果た
すべき自己の役割を考えさせながら、将来の
社会人としてのよりよい生き方を主体的に
求めさせていく教育」、また「児童生徒が、
人や社会とのかかわりを大切にしながら、夢
をはぐくみ志に高め、自分の力をいかにして
社会に役立てていくのかという視点を持た
せながら、自己実現のためによりよい生き方
を主体的に求めさせる教育」であると定義し
ている。 
（2）将来を主体的に切り開く宮城の子ども
たちを育てる基礎的・汎用的能力 
 そして 2010（平成 22 年）年度は、他者や
社会とのかかわりの中で自己を位置付け、自
立した社会人・職業人としてよりよく生きる
ために志教育ではぐくみたい姿として、①人
と「かかわる」、②よりよい生き方を「求め
る」、③社会での役割を「はたす」という、3
つの視点を提示している。 
 またこれら3つの視点に基づいて育成した
い 5つの力として、①人とかかわる力、②自
分と向き合う力、③学びを深める力、④創る
力、⑤はたす力を設定している。そして、志
教育がめざすこれら3つの視点・5つの力は、
2002（平成 14）年に国立教育政策研究所生徒
指導研究センターが「職業観・勤労観を育む
学習プログラムの枠組み」の中で提示した「4
領域 8能力」や、2010（平成 22）年 5月に中
教審キャリア教育・職業教育専門部会が提示
した「基礎的・汎用的能力」の考え方を踏ま
えて作成したものであることについても、言
及している。志教育は、宮城県教育研修セン
ターが 2004（平成 16）年度から進めてきた
「みやぎのキャリア教育プラン」を発展させ
る形で構想されたものであり、これまで推進
してきたキャリア教育との関連については、
「志教育は、キャリア教育の内容を前提とし
つつも、社会的存在としての人間の生き方の
観点を重視し、社会の中で自分ができること
や果たすべき役割は何か、そしてその実現の
ためにどのような取り組みが必要かなどに
ついてより深く考えさせるもの」であると述



べている。 
（３）社会的・職業的自立を促す志教育プロ
グラム 
 2011（平成 23）年度は、東日本大震災から
の復興を担い郷土の発展を支える人材の育
成という課題も踏まえ、これまでに明らかに
した 3 つの視点・5 つの力を形成していくた
めの、さらに新たな 6つの内容を設定してい
る。それらは、①「自他理解の深化―さまざ
まな人とのかかわりを通して、自己理解や他
者理解を深化させる」、②「人間関係構築力・
社会性－集団や組織の中で、よりよい人間関
係を築く力や社会性を養う」、③「学ぶ意義
の実感－学校で学ぶ知識と、社会や職業との
関連を実感させる」、④「主体的探究－社会
における役割を果たす人間として、自らの在
り方生き方について主体的に探求させる」、
⑤「役割認識－集団や組織の中で、自分の果
たすべき役割を認識させる」、⑥「自己有用
感－自己の役割を果たすことによって自己
有用感を高める」である。 
 そして、これら 3 視点・5 能力・6 内容か
らなる志教育を、各学校で具体的に展開して
いくための流れとして、①アンケート調査に
よる児童生徒の実態把握、②具体目標の設定、
③校内研修、④入学時の実態と卒業時までに
育みたい姿を明確にした全体計画の作成、⑤
各教科等を横断的につなぐ年間指導計画の
作成、⑥志教育の視点で見直した単元の構想、
⑦志教育の視点で見直した授業、⑧児童生徒
の成長に関する評価という8つの手順を提示
した。ここでは志教育は、学校のすべての教
育活動を通して行う必要があり、各教科・領
域の特性に沿って志教育の観点を導入した
実践を実現していくよう創意工夫を行って
いかなければならないが、すべての単元で取
り組むのではなく、重点化して指導すること
が望ましいとしている。また社会科・生活
科・総合的な学習の時間・特別活動等の中核
となる教育活動は、他の教科での実践を横断
的・総合的に結び付ける役割があり、これに
よって志教育へと「児童生徒の力がより一層
高まり、将来の社会生活で機能する力へとは
ぐくまれて行くものと考えられる」としてい
る点が注目される。 
（４）21 世紀の社会革新・生活革新（イノベ
ーション）とのかかわりの中で、自分の新し
い働き方や生き方を見つけ出す 
 21 世紀は、グリーン・イノベーション、シ
ルバー・イノーベーション、ヒューマン・イ
ノベーションの時代の到来であるといわれ
ている。社会人講師の特別講話などを通して、
人生の先輩としての働き方のキャリア・モデ
ルや生き方のロール・モデルに出会い、21 世
紀の成熟社会・能力開花型社会を実現し、持
続可能なライフスタイル・持続可能な社会・
経済システムを構築していくための基盤と
なる人生設計能力の育成をめざしていくと
ともに、今日的な身近な社会問題をよりよく
解決していくことのできる、これまでとは異

なった斬新なアイデアやそれを支える新し
い価値観を創出しようとして、「社会的イノ
ーベーション」が必要とされる生活・社会領
域に焦点を当てて志教育の学習に取り組ん
でいくことが重要である。 
 
なお、大阪府教育委員会「夢や志を育む教
育」、仙台市教育委員会「仙台自分づくり教
育」の理論と実践についても分析と考察を行
ったが、ここでのまとめは、紙数の関係で省
略する。 
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